
　人が生涯にわたって行うあらゆる学習のことを「生涯学習」といいます。学習というと、　人が生涯にわたって行うあらゆる学習のことを「生涯学習」といいます。学習というと、
学校に通って座学で学ぶイメージがあるかもしれませんが、生涯学習には文化活動や学校に通って座学で学ぶイメージがあるかもしれませんが、生涯学習には文化活動やボボ
ランティア活動、ランティア活動、スポーツ、レクリエーションなどが含まれます。スポーツ、レクリエーションなどが含まれます。
　今回は、生涯学習推進課が実施する講座の受講生が、講座修了後も継続的に学習を　今回は、生涯学習推進課が実施する講座の受講生が、講座修了後も継続的に学習を
深めるため市民自主企画団体を発足し、自ら学んだ成果を市民自主企画講座を通じて、深めるため市民自主企画団体を発足し、自ら学んだ成果を市民自主企画講座を通じて、
地域に学びの輪を広げる活動を紹介します。地域に学びの輪を広げる活動を紹介します。

ご近所探訪

牧
ま き う ま

馬会

まつど生涯創
そ う ね ん

年の会

ファザー牧
ぼくじょう

場

 地 域に広がる
学びの輪

「市民が主役の魅力あるまつど」をテーマに、さま
ざまな角度から街の魅力をお伝えする市民活動特集
として、今回は市民自主企画講座を通じて、地域に
学びの輪を広げる市民活動を紹介します。 特集に関するお問い合わせ＝広報広聴課☎366－7320

市民活動特集　2019（平成31）年3月1日号 1



街中を歩き、歴史を訪ねる

学ぶことは人生を豊かにすること、生きがいを持つことにつながる

ご近所探訪

まつど生涯創
そ う ね ん

年の会

　現役時代は“千葉都民“だったという同会代表の村
む ら か み ゆ う い ち ろ う

上雄一郎さん。退職後、
住んでいる地域の地理や歴史を学ぼうと思い、生涯学習推進課が開催して
いる市民自主企画講座や成人講座に参加しました。村上さんと同じく、地域

について学ぼうという思いのある人が集まった同
団体は、2013（平成25）年に発足。現在は、「地
域を学ぶ」「松戸宿」「松戸を学ぶ」の3つのグルー
プに分かれて活動しています。
　「地域を学ぶ」は、7人のスタッフと87人の登録
会員が所属し、150人近い人に行事案内を送付し
ています。市内に住む会員だけではなく、近隣他
市や船橋市、千葉市などに住む会員にも松戸市
の歴史や自然について知ってもらったり、他の地
域について学んだりしています。

　昨年は松戸駅西口の平
ひ ら

潟
か た

河
か

岸
し

を歩く講座や都電ぶらり旅など、14回の講
座を開催しました。その際には、健康のた
めに歩くだけではなく、行き先の土地の歴
史や史跡・地形を解説し、時にはその地域
の人に話を聞くようにしているそうです。
　「松戸宿」は、5人のスタッフが春と秋の
年2回、参加者を募って水戸街道の宿場町
として栄えた松戸宿についての講座を開
催しています。1回は市民自主企画講座と
して行い、もう1回は独自で開催していま
す。
　「会員以外の人にも講座に参加してもら
うにはどうすればよいか、悩みどころです」
と村上さんは言います。独自講座の参加
者募集の際には、興味を引く内容にする
ことに加え、広報まつどの「ユーカリひろば」やミニコミ誌に掲載しています。
そのかいもあり、毎回定員以上の応募があるそうです。

　「松戸を学ぶ」は、
昨年3月から9人の
会員が松戸の歴史
について書かれた
本を“正しく”読む活
動をしています。「本
に書かれている内
容が、間違っている
こともあります」と
話す村上さん。会員1人ずつにページを割り振り、読
み込んだ本の内容を全員で共有したり、本に書かれ
ている現場に行ったりしています。本は今年度中に
読み終わる予定で、会員からは、「学んだことを講座
にして伝えていきたい」との声が出ているそうです。
　市民自主企画団体として活動を始めたのは、講師
の先生から「学んだことを今度はあなたたちが伝えて
いく番です」と言われたことがきっかけだと、村上さ
んは当時を振り返ります。現役時代に培った経験を
生かし、さまざまな経験をしてきた会員の意見を聞き
ながら会を運営してきましたが、それに加え、会を長
く存続していくための方法も探っています。「新しい会員を入れることで世代
交代をしていくことが大切です。それにより学んでいる題材について新しい
視点や異なる発想も生まれます」と村上さん。会員の皆さんが学んだ内容を
講座で伝えていくことで、学びはさらに広がっていきます。

　「健康で100歳を生きる」「ユーモアの心で楽しく生きる」「災害に負けずに
生きる」をテーマに、2月に行われた市民自主企画講座「これからを生きる！
～人生100年に向けて～」には、100人を超える人が参加しました。講座の
中で、「人生100年の計画を立て、自分のやりたいことをみつけましょう」「自
分のやりたいことが多い人ほど長生きできる」という講師の話に、参加した皆
さんは耳を傾け、熱心にメモをとっていました。
　この講座を企画した「まつど生涯創年の会」は、生
涯学習推進課が主催する「まつど生涯学習大学講座」
の卒業生を中心に、2005（平成17）年に発足しまし
た。会員は160人おり、市民自主企画団体の中でも
歴史のある団体です。会長の坂

さ か べ

部忠
た だ あ き

昭さんは「学び
の心・出会いを大切にする心・自分を愛し、隣人を愛
する心・社会に役立つ心を持ち続けて、実践すること、
いきいきと輝く人生を創り上げることです」と、同会の
趣旨を話します。
　同会の活動には、全会員で行う「全体活動」、会員同士が趣味を楽しむ「同
好会活動」、会員を市内11の地域に班分けしてそれぞれ活動を行う「班活動」

の3つがあります。
　全体活動では、市民が
関心の高いテーマで市
民自主企画講座を企画・
実施する他、老人ホーム
のイベントの手伝いなど
のボランティア活動や日
帰り研修、グラウンド・
ゴルフ大会、健康体操、
バーベキュー大会などを
開催しています。同好会
活動では、施設見学や
パソコン教室、ウオーキ

ング、カラオケ、料理
実習など、会員同士
が趣味を通じて親睦
を図っています。班活
動では、各班の会員
が月1回集まり、食事
をしながら意見交換を
しています。
　同会の名前にもある「創年」とは、自分の年齢の7掛けを創年年齢とするこ
とで気持ちを若返らせ、定年退職後または子育てを終えた人たちが、再び学
習を始め、身に付けた知識や技術を地域のために生かしていくという意味が
込められています。同会の活動はこの「創年」仲間が気軽に集まることができ
る拠点として機能し、会員が元気で長生きできること
を目指しています。
　常任委員の中

な か の

野喜
よ し

昭
あ き

さんは「元気で長生きする
秘
ひ け つ

訣を知るためには、その方法を学ぶことが必要にな
ります。学ぶことは人生を豊かにすること、生きがい
を持つことにつながるんです」と、話してくれました。
　「今後も10年、20年と活動を継続していきたい」と
意欲を見せる坂部さん。会員の皆さんがいきいきと輝
く人生を創り上げることができるように、これからも
活動を続けます。

坂部忠昭さん

中野喜昭さん

小金宿について学ぶ講座の参加者の皆さん

日本橋川

渋谷川と渋谷ストリーム

村上雄一郎さん

全体活動として行われている「健康体操」の様子

市民自主企画講座「健康で100歳を生きる」の様子

「ご近所探訪」の会員を募集しています
　仲間に加わって一緒に学び楽しみませんか。興味がある人はお問
い合わせください。
問ご近所探訪・村上☎080－1152－1427

「まつど生涯創年の会」の会員を募集しています
　私たちと一緒に、充実したシニアライフを目指しませんか。皆さ
んの参加をお待ちしています。　※運営の手伝いをしてくれる人、
パソコンで会計処理ができる人大歓迎。
対象市内在住の60歳以上
問まつど生涯創年の会事務局長・前田☎ 366－6830
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松戸の「牧」と馬の歴史を求めて

「パパ同士で集まれる場所」を築く

牧
ま き う ま

馬会

ファザー牧
ぼ く じ ょ う

場

　市内の五香・六実地区は、明治時代に下総台地においてそれぞれ5番目・
6番目に開拓された地域であるのがその名の由来ですが、開拓前はどのよう
な土地だったのかご存じですか？実は、それまでは馬を放牧する「牧

ま き

」として
使われていた江戸幕府の土地でした。この「牧」の遺跡を訪ねながら、歴史
を勉強しているのが、「牧馬会」の皆さんです。
　まつど生涯学習大学講座の専攻科（現在は「創年コース」）を受講していた
メンバーで2013（平成25）年に結成した同会は、その当時から市民自主企

画団体として活動し、毎年1回講座を開催しています。
　かつて「牧」だった場所の多くは、現在では宅地に
なっているため、その名残はわずかな土手などに限
られています。また、当時の記録として残っている地
図等も、正確に測量されたものではないため、調べた
い場所の現在の位置を特定するのも一苦労。場所が
分かっても簡単に行ける場所ではなかったり、現在の
土地の所有者に見学を断られてしまったりと、活動は
そう円滑には進みません。しかし、「大変なことはたく

さんあります。でも、それが面白いんです」と代表の河
か わ い

井義
よ し ゆ き

行さんは活動の
醍
だ い ご み

醐味を教えてくれました。わずかな手がかりから歴史の名残を見つけ出し、
それを現地に行って確認する楽しさは、それまでの苦
労があるからこそ、より大きなものになるそうです。
　活動は、現地に行くだけではありません。勉強の
成果をまとめ、講座を開催して受講者とその成果を
共有するのが市民自主企画団体としての活動目的で
す。「講座という目的があるからこそ、いい緊張感を
もって活動に臨むことができますし、人に教えるため
の資料を作ることで、より理解を深めることができま
す」と副代表の梅

う め だ

多保
や す ふ み

文さんは言います。歴史がテー
マであるため、講座の受講者も歴史に詳しい人が多く、鋭い指摘を受けるこ
ともあるそうです。「それも学びの一つとして、次の活動にフィードバックして
います」と河井さんは講座を行う利点を話してくれました。

　会員はこの6年
間で多少の入れ
替わりがあり、現
在は6人で活動し
ています。市民自
主企画講座の受講者が会員に加わったこともあるそうです。「活動の後にみ
んなでご飯を食べながら親睦を深めるのは楽しいですよ」と河井さん。歴史
についての解釈や考え方は人それぞれであるため、会員が増えると新たな
気付きを得る機会も多いことから、新規会員を随時募集中。「一時的な体験
ではなく、知識として残る活動がわれわれの売りです」と梅多さんが言うよ

うに、牧馬会の皆さんの飽く
なき探求はこれからも続きま
す。

　「人見知りしなくなってきた？」「また表情が豊かになったねー！」集まると、
自然とお互いの子どもの成長を確認し合うのは「ファザー牧場」のパパたちで
す。市が2017（平成29）年10月に開催した全3回の成人講座「赤ちゃんのた

めに知っておきたいパパの心得～パパだからできるこ
と～」の受講者で結成されたこの団体は、現在1歳～3
歳の子どもを育てるパパが中心。おもちゃを持ち寄っ
て子連れで参加するのが通例です。
　活動内容は、市民自主企画講座の企画・開催と、会
員同士の情報交換や親睦が中心。ハロウィーンなど季
節のイベントもあり、外国人のメンバーが、クリスマス
にサンタクロースの格好をして楽しませてくれたことも。

「とりあえず集まろう、という感じでゆるく続けています。子どもの年齢が
近いので、悩みも似ています」と教えてくれたのは、現在、代表を務める煎

い り さ わ

澤
崇
た か し

史さん。講座を企画するときも、「男の子の髪の切り方ってどうやったら学
べるんだろう」「発達障がいについて知りたい人は多いのでは」と、会員が子

育てをする中で気にな
ることや知りたいこと
を互いに話しながら、
少しずつテーマを絞っ
ていきます。テーマに
合った講師を自分たち
で探しますが、「会社の
安全講習を受けたとき
に、災害を経験した人
の話は説得力があっ
たので、実体験のある
講師がいい」という意
見も。会場も「交通の
便が良い松戸駅周辺
かな」「新松戸の方が

子育て中の家族が多
いかも」と、意見を交
わしながら決めていま
す。
　宮

み や ざ わ

沢朋
と も か ず

和さんは、「仕
事の都合で松戸に引っ
越してきました。職場では子どもの前で男性がどう振る舞っているかを知る
機会があまりなく、近所に知り合いもいないので、他
のパパの接し方を見るのは参考になります」と、活動
の意義を教えてくれました。
　現在、所属しているのは成人講座の修了生だけで

すが、パパ同士で集まれる場が
あることの重要性を感じている
清
し み ず

水祐
ゆ う い ち ろ う

一郎さんは、「メンバー
を増やしていろいろな人、例え
ば市内の他のパパグループと
も交流してみたいです」と、より
オープンな団体になることを目標にしています。また、
「子どもの成長に合わせて親の悩みも変わってくると
思うので、これからもみんなで交流できるといいです

ね」と将来の活動を見据えていました。活動に参加する皆さんがパパとして
成長し、その学びを多くの人と共有できる場を築いていくために、ファザー牧
場の皆さんの活動の場はこれからも広がっていきます。

煎澤崇史さん

清水祐一郎さん

河井義行さん

梅多保文さん

今年6月開催の市民自主企画講座の打ち合わせの様子

クリスマス会

宮沢朋和さん

「中野牧」の地図

「牧馬会」の会員を募集しています
　現在のメンバーは全員60歳以上ですが、年齢制限はありません。
集まりは月2回程度です。歴史や散策に興味がある人は、Eメールで
お問い合わせください。
問同会・河井 kawaisan@cmail.plala.or.jp

「ファザー牧場」の会員を募集しています
　1歳～3歳の子がいるパパが中心ですが、パパ以外も大歓迎！夫婦
でも参加できます。「家族みんなで楽しめる子育て」がモットーです。ま
ずはEメールでお問い合わせください。
問ファザー牧場 fatherbokujo@gmail.com

野馬のレリーフ

野馬土手の前で
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問同課☎367－7810

貸し出し期間3日間　貸し出し場所文化ホール　貸し出している物無料上映会が可能な映像ソフト（DVD・
VHS）、プロジェクター（DVD・パソコン・ビデオ）、ブルーレイデッキ、OHP（透過原稿投影装置）、OHC（書画
カメラ）、アンプ・マイク、スクリーン　対象市内の団体　費用無料　※詳細は市ホームページをご覧ください。
電話で生涯学習推進課☎367－7810へ

　まつどまなびぃネットは、市内で行われる生涯学習活動に関する情報を発信するウェブサイトです。市内の
社会教育関係団体（文化系・スポーツ系）・青少年団体・市民自主企画団体など各団体の皆さんが、催し物案
内や活動紹介など、さまざまな情報を発信しています。ぜひご覧ください。

　皆さんの生涯にわたる多様な学習ニーズに応える講座を紹介します。講座の参加者募集は広報まつどや
市ホームページで随時行っています。ぜひご参加ください。

映像ソフトや視聴覚機材
を無料で貸し出し 視聴覚ライブラリーをご活用ください

生涯学習に関わるサークル・グループの情報を探せる！

「まつどまなびぃネット」をご存じですか？

成人講座
テーマごとに個別に開催

まつど生涯学習大学講座
年間を通じて仲間と学ぶ

市民自主企画講座
市民グループがプロデュース

市民大学講座
市内の大学で講座を受けられる

　通年でさまざまなテーマについて学ぶことができます。前年度の参加
者の中から募集した「提案委員」がテーマを決めているので、皆さんの
関心が高い内容を学ぶことができます。規定の回数以上出席した人に
は、修了証を授与します。

期間5月～翌年3月〔全18回〕　※毎年4月に募集開始。
会場松戸駅近辺の公共施設
対象市内在住・在勤・在学の60歳以上

　「学習のきっかけづくり」「新しい仲間づくり」を目指し、さまざまな講座
を実施しています。

期間通年（1講座につき1～9回程度開催）
会場市内各地
対象市内在住・在勤・在学（講座により対象年齢等が異なります）

　現代社会のさまざまな課題について学ぶことができます。市内に
ある千葉大学園芸学部・日本大学松戸歯学部・流通経済大学と連携
して行う講座や、聖徳大学の教員や教授を講師に招く講座などがあ
ります。

期間通年（1講座につき2～6回程度開催）
会場市内各地
対象市内在住・在勤・在学（講座により対象年齢等が異なります）

　市民自主企画団体の皆さんが、講座で学んだ成果と人生経験で得た
知識・技術や知恵などを生かして、企画・実施している講座です。

期間通年（1講座につき2～3回程度開催）
会場市内各地
対象市内在住・在勤・在学（講座により対象年齢等が異なります）

生涯学習推進課の講座生涯学習推進課の講座学びたい！
始めたい！
そんなあなたに

市ホームページ

まつどまなびぃ
ネット

4

広告
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